







































江田他（2005）は、日本の大学の中・上級レベルの日本語学習者に対する 1 回 90 分
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み手に成長させる」ということにつながらないのではないかと考えた。そこで筆者は、
上記の目標を達成すべく、粟野他（2012）による実践方法と教材を使用して多読授業を















C7 クラスの学生の詳細は表 1 のとおりである。
表 1　学生に関する詳細
学生





















（男） 中国 中国語 アメリカの大学（2 年）
学生 A と D は、幼少期に旅行や親戚訪問という目的で、短期間日本に滞在した経験が










表 2 は、NPO 日本語多読研究会による読みもののレベル別語彙数および 1 話あたりの
字数と主な文法項目を示している。語彙は、『日本語能力試験　出題基準【改訂版】』国
際交流基金・日本国際教育支援協会編の級別語彙表を基準とし、文法項目は、主要な初




レベル 語彙 字数／ 1 話 主な文法項目
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中級 1300 5000 ～ 10000 使役形、使役受身形、～そう（伝聞）、～らしい　等
3.3　スケジュールおよび授業内容
2012 年度 ICU 夏期日本語教育の授業は、7 月 5 日（木）から 8 月 15 日（水）までの
6 週間（30 日）実施された。クラスは、レベル別に C1 ～ C8 まであり、C7 クラスは、
主に生教材を中心に 4 技能全てを扱った授業を行う上級クラスである。1 日に 70 分授業

















2 7 ／ 17（火） 20 ・多読 1 ～ 2
3 7 ／ 24（火） 20 ・多読 1 ～ 2
4 7 ／ 26（木） 20 ・多読 1 ～ 3
5 7 ／ 30（月） 20 ・多読 1 ～ 3
6 8 ／ 3（金） 20 ・多読 2・3
7 8 ／ 7（火） 20 ・多読 2 ～ 4





















































した。A4 サイズ縦向きのフォーム（20 冊用）と横向きのフォーム（10 冊用）があるが、
上級のクラスであるため前者を選んだ。
初回の多読授業では、0 ～ 1 レベルの本のみ用意し、約 20 分の多読を実施した。各自、
気に入った本を手に取り、読み始めたが、辞書を使用する学生はいなかった。今回、学
生 A は 3 冊完読し、『笑い話』という本は「つまんない！」と感想を書き、途中で読む
のを止めていた。学生 B、C、E は、それぞれ 4 冊完読、学生 D は 3 冊完読していた。
授業終了時には、読んだ本の感想をクラスメイトと共有すべく、本の内容やよかった
ところを簡単に紹介する時間を設けた。学生 A と B は『浦島太郎・レベル 1』、学生 C は『ハ
チの話・レベル 1』、学生 D は『笠地蔵・レベル 1』、学生 E は『どうしてエビの体は曲がった？
どうしてクラゲは骨がない？・レベル 1』をそれぞれ選んで発表した。しかし、その後、
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4.2　第 2～ 8回目の多読授業




























し、適宜行った。CD を聴くことも奨励し、CD および CD プレイヤーは毎回用意してい


































































































































1 年に 1 冊程度
小説
1 週間に 2 冊程度
小説、ミステリー





6 ヶ月に 1 冊程度
小説、詩








1 年に 1 冊程度
小説






2 ヶ月に 1 冊程度
小説、ノンフィクション、
SF






1 年に 2 冊程度
小説、伝記












はうれしいか」という質問を入れた。それに対し、学生 A、B、C は、5 段階評価の 4（や






























読の本の内容は面白かったか」という質問をした。学生 A と B は 4（ややそう思う）と





































（1） 『JGR 多読文庫』は計 34 冊揃っている（2012 年 7 月現在）。最新情報については、
（http://www.nihongo-yomu.jp/ja/teachers/books.html）を参照のこと。
（2） 初日はプレースメントテストと歓迎会のみで、2 日目は 7C ではレベルを確定するた
めにインタビューを行い、作文を書かせた。その結果、クラスを移動した学生もいた。














イト」（http://www.ask-books.com/tadoku/nyumon/）（2012 年 11 月 1 日アクセス）
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資料　読書記録の例（学生E）

